
 

43 

0 

2 

4 

6 

8 

10 

① ② ③ 

生
成

L
-
乳
酸
量

(g
) 

* 
* 

高温 L-乳酸発酵の必要 C/N, C/P を求める 

 

環境計画研究室 井本寛 

 

1. はじめに 

我々は Bacillus coagulans を用いたユニ

ークな L-乳酸発酵(高温 L-乳酸発酵)を提

案している．同発酵は培養温度と pHを整え

るだけで B.coagulansの自然な優占化を導

き L-乳酸を生成するというものである．この

高温 L-乳酸発酵は，他の発酵(例えばエタ

ノール発酵など)と同じように直接の原料であ

る糖質の他に窒素やリンといった栄養を必

要とする．これら栄養素は商業的にはコーン

スティーブリカーなどを用いるが，地域にある

廃棄物を利用できるとなお一層のコストダウ

ンが期待できる．そこで発酵に必要な栄養

素，特に量的な要求量の多い窒素とリンに

ついてその必要量を求めることとした． 

2. 研究方法 

グルコースと Yeast extract を用いた高温

L-乳酸発酵において，与える Yeast 

extract の量を段階的に変化させ，栄養素

がわずかに不足する点を求めることで律速と

なる物質とその値(クリティカル点)を明らかに

した．なお，求める炭素窒素比(C/N 比)と炭

素リン比(C/P 比)は，グルコース中の炭素と

Yeast extract中の炭素の合計から求めた． 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 研究フロー 

3. 結果および考察 

栄養Ⅰクリティカル実験では，添加

Yeast extractにより C/N=15,C/P=153の

条件において L-乳酸生成量が低下した

(繰り返し数 4 回，危険率 5%，図 2)．こ

れより多い Yeast extract 添加量の培養

では，L-乳酸収率 80%程度で十分な乳酸

生成量が得られた． 

栄養Ⅰ判定実験では，C/N=15,C/P=153

のときに無機塩の窒素，リンを添加した

ところ，無機窒素を添加した場合は十分

に Yeast extract を添加した場市と同等

の乳酸生成量が得られ，リンを添加した

場合の乳酸生成量は有意に低い．よって

栄養Ⅰは窒素とされた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に栄養Ⅱについても無機窒素を補いつ

つ同様の実験を行った結果，C/P=204の条

件において乳酸生成量が有意に低下した

(繰り返し数 4 回，危険率 5%)．C/P=204 の

条件において無機リンを添加したところ十分

な乳酸生成量が得られた(繰り返し数 4 回，

危険率 5%)．以上のことから栄養Ⅰは窒素

であり，C/Nは 12.5以上必要であることがわ

かった．栄養Ⅱはリンであり，C/P は 153 以

上必要であることがわかった． 

4. 今後の課題 

 本研究で使用した Yeast extract の代替

栄養源として廃棄物を使用できる可能性が

考えられる．得られた必要 C/N,C/P を用い

て廃棄物の組み合わせを行い，その利用を

検討していく必要がある． 
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図 2 栄養Ⅰクリティカル実験結果 栄養Ⅰクリティカル実験 
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